
去年の１０月発売の「旅立ちの唄」。 
月日の経つのはほんとに早い。いろ

んなものがどんどん使い捨てられて

いくように、歌も少なからずそうい

う宿命を持つものだと思います。みんな

の心が違う歌に移って行っても、わたし

たちファンの間でこの歌は、歌い継がれ成長していく歌に

なっていくと信じております。 
 

今月は「旅立ちの唄」ジャケ写（ＣＤ収納面）からのぼがぼんどです！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この交差点にかかる歩道橋はＸ型で、中央に立つとど

の方向にも橋があってけっこう面白い。新宿方面には

オペラシティも見えます。そのお向かいにはアスキー

の本社ビルがあります。写真右は富ヶ谷交差点に立つ

Ｃａｃｃｏ隊員。実は２０００年１月に富ヶ谷の交差

点を訪ねたときのもの。あれぇ、もう８年も前なわ

け？信じられない。もしかして若い？あ、全然変わっ

てないか!(^^)!なぜ８年前にこんな場所で写真を撮っ
ているかというと・・ 

 
ミスチル 
ばがぼんど 

ちょっと見にくいんですが

左の写真に歩道橋が映って

いるのがおわかりになるで

しょうか？ここはどうみた

って富ヶ谷の交差点。山手

通りと井の頭通りが交差す

る渋谷の名所です。 
（名所だってぇ？！） 
歩道橋にある街灯を見てく

ださい！同じでしょ。 

このビルにも注目！ 



２０００・１・１８発売１８thシングル「口笛」のジャケ写は、この富ケ谷の
歩道橋から、渋谷を背にして世田谷方面を映したものなのです。なんか手近な

場所を２回もジャケ写に使うなんて誰かスタッフにこの近所に住んでる人がい

るんでしょうか？？（ＤＧ・Vol.１５号でもこの場所を取り上げてます） 
 
 
写真の半円形のビルがきちんと

「旅立ちの唄」のジャケ写にも

映っています。歩道橋のＸに交

差するちょうど真下です。 
 
 
 
というわけで富ヶ谷の交差点は

ミスチルファンにとっては特別

な場所（聖域！）と言えるわけ

です。 
 

ところで「旅立ちの唄」のジャケ写（表面）には道端に置かれたコンパスが映っています

（この道路って異様にでこぼこだけど、やっぱり富ヶ谷近辺なんだろうか？）。 
ＤＧVol.４７号の表紙はこのジャケ写からいろいろいただいています（パクってますの）。
最初はコンパスがこういうものだとは知らず、疑いもせず懐中時計と思っていました（汗） 

 
そんなわたしにうさおさんが本物のコンパスを

買ってきてくれました。そっくりです。うれし

い！（Caccoのご機嫌をとるのなんて簡単ね） 

実は・・このコンパス、超高性能で桜井さ

まのいらっしゃる方角だけを指し示すん

ですのよ。いざ光の射す方へ。行くぞ。 

このビルです。 


